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Ⅰ．実証事業の目的 

「使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律」（以下「小型家電リサイクル法」と

いう。）が平成 25 年 4月から施行されたことを受け、環境省、経済産業省及び地方公共団体にお

いては、家庭から排出される使用済小型電子機器等（デジタルカメラ、ゲーム機等）の回収のた

めの体制整備を順次行うこととしている。このため、本業務は、住民から排出される使用済小型

電子機器等を効率的に回収する方法を検討することを目的とし、環境省が公募した平成 26 年度

「小型電子機器等リサイクルシステム構築実証事業」（市町村提案型）において採択を受けた地

域（福島県福島市）を対象として、実証事業を行うものである。なお、本業務では、小型家電リ

サイクル法に基づくリサイクルシステムの構築及び更なる改良のための試験研究を想定してい

ることから、実施に当たっては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律を遵守するとともに、小型

家電リサイクル法及び基本方針、使用済小型電子機器等の回収に係るガイドライン並びに小型家

電リサイクル法に係る再資源化事業計画の認定申請の手引きに準用した運用を図ることとする。 

 

Ⅱ．実証事業の実施概要 

１．全体計画 

（１）背景及び目的 

福島市は、福島県の中通りの北部に位置し、明治40年4月の市制施行により誕生した。 

福島市では、平成 10 年に良好な環境の保全及び創造に関する基本理念や基本的施策の

方向性を示した「福島市環境基本条例」を施行、平成 23 年 3月には「福島市環境基本計

画」を策定し、市民、事業者及び自治体が一体となって、環境保全及び創造のための施

策を総合的かつ計画的に推進している。 

また、平成 26 年 8月に「福島市一般廃棄物処理基本計画」を策定し、環境への負荷を

軽減し、未来へつなげる循環型社会の実現を目指している。 

福島市一般廃棄物処理基本計画の基本方針において、①廃棄物の発生抑制、再使用、

再生利用を基本とした３Ｒ運動推進による循環型社会、②廃棄物の適正処理の推進によ

る安全で快適な生活環境の確保、③市民・事業者・行政の協働による環境保全を掲げて

おり、今般、使用済小型電子機器等のリサイクルに取り組むことにより、福島市の目指

す３Ｒ推進のため、資源の有効活用とリサイクル率の向上、廃棄物減量化の推進や、市

民・事業者の環境保全への意識高揚を図る。 

また、実証事業を通じて、事業の実施における課題や問題点の解決、より良い回収方

法等の確立を図り、効率的かつ回収量の増加が見込まれる回収体制を構築することとし

た。 
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（２）回収対象市町村 

実証事業は福島市内全域で行うこととした。 

福島市内の市役所・支所、学習センターなどの公共施設 27 箇所と、スーパーやホーム

センターなど民間施設 12 箇所の合計 39 箇所に回収ボックスを設置することで福島市全

域を網羅し、さらにイベント回収を検討する。 

 

（３）回収体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記フローのとおり回収体制を構築する。 

①市民 

市民は、市が指定する使用済小型電子機器等で、回収ボックスの投入口に入る大きさ

の品目を、公共施設 27 箇所及び民間施設 12 箇所に設置した回収ボックスに投入する。 

また、ボックス回収以外にも、イベントでの回収を実施する体制を整備することで、

市民の利便性の確保を図る。 

なお、投入時は、個人情報を削除の上、投入するよう周知を行う。 

 

②市 

市は、あらかじめ使用済小型電子機器等を市内 39 箇所で回収するようになったこと

を周知・広報する。 

また、集まった使用済小型電子機器等について、回収ボックスからの回収と分別を行

い、市内 2箇所の集積所へ運搬する。 

その際、個人情報が含まれているもの（携帯電話端末、PHS 端末及びパーソナルコン

ピュータなど）は、特に分別徹底のうえ、厳重な管理のもと回収する。 



3 

 

 

③収集運搬業者 

市が回収した回収品目を集積所から再資源化業者まで運搬する。 

集積所で引き渡した回収品目の再資源化業者への運搬は、適切な個人情報管理が可能

な業者に委託する。 

 

④再資源化業者 

再資源化業者は引き渡した回収品目の種類・数・重量等を確認し、品目ごとに中間処

理を行うまでの間、適正に管理する。 

その後、再資源化業者は解体等の中間処理を行って部品ごとに分類し、国内メーカー

（有用金属回収業者に売却または適正処理可能な業者に処理を委託）を選択する。 

なお、個人情報が含まれているものについては、セキュリティエリア内に保管し、破

砕等により個人情報を消去するなどの管理をする。 

 

⑤連絡体制 

市と再資源化業者・収集運搬業者等の本事業関係者は、定期的に本実証事業の現状、

課題等について意見交換するとともに、随時連絡調整等を行えるような体制を整備する。 

 

（４）目標回収量 

今回の実証事業においては、ボックス回収とイベント回収を実施し、「使用済小型電子

機器等の回収に係るガイドライン」に定める特定対象品目から回収対象を選定している

こと、実証事業を通じての市民への周知・啓発途上であることを踏まえ、対象人口 283

千人に対し、約 17t/年を目標とする。 

（※国の目標値 1 人あたり 1kg/年をもとに、ボックス回収率を 5％、イベント回収率

を 1％と想定して算出） 

なお、将来的には、今回の実証事業結果を踏まえた回収品目の拡大、回収方法の多様

化、回収範囲の広域化などを図ることにより、国の目標値である一人当たり 1kg/年を目

指す。 
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（５）連携予定業者 

本事業の実施に当たっては、福島県伊達市の再資源化業者である株式会社エフアイテ

ィフロンティア（富士通東日本リサイクルセンター）と連携する。 

同社は、福島県産業廃棄物処分業・収集運搬業、伊達市一般廃棄物処分業・収集運搬

業の許可のほかに、ＩＣＴ機器の広域産業廃棄物処分業・収集運搬業、使用済家庭系パ

ソコンの広域一般廃棄物処分業の許可を有しており、廃棄物処理に関する知識及び技能

を充分に備えている。 

さらに、ＩＣＴ機器の処分業（家庭用ＰＣ，業務用機器等が対象）が主要業務であり、

24 時間体制の警備システムや適切な社員教育、個人情報が含まれると思われる部品の物

理的な破壊など、ソフト面、ハード面含め、トータルとしての個人情報保護対策につい

て精通している。 

また、同社は使用済小型電子機器等の再資源化事業計画の認定申請中であり、使用済

小型電子機器等の処理体制が確立されていることから、適正な再資源化が見込まれ、海

外等での不適正処理につながるおそれもないと考えられる。 

同社との連携により、適正な再資源化処理の確立を目指すとともに、福島市を含めた

県北地方の業者の新規事業展開による地域活性化、雇用創出効果も見込まれる。 

 

（６）実証事業で作成・実施する啓発活動 

①回収ボックス 

②啓発用のぼり旗 

③啓発用看板 

④啓発用ポスター 

⑤啓発用チラシ 

⑥ごみカレンダー 

⑦啓発用エコバック 

⑧啓発用缶バッジ 

⑨啓発用ポケットティッシュ 

⑩新聞広告 
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２．使用済小型電子機器等の回収及び運搬 

（１）回収対象品目 

使用済小型電子機器等の回収に係るガイドラインに定める特定対象品目のうち、以下

に記載するものとする。 

福島市指定品目 

1 携帯電話端末・PHS 端末、パーソナルコンピュータ（モニターを含む） 

※これらには、タブレット型情報通信端末を含む。 

なお、パーソナルコンピュータのうち、デスクトップ、タワー型はイベント回収のみ 

2 電話機、FAX 

3 ラジオ 

4 デジタルカメラ、ビデオカメラ 

5 映像用機器 

（DVD-ビデオ、HDD レコーダ、BD レコーダ/プレーヤ、ビデオテープレコーダ(セット)、

チューナ、STB） 

6 音響機器 

（MD プレーヤ、デジタルオーディオプレーヤ(フラッシュメモリ)、デジタルオーディ

オプレーヤ(HDD)、CD プレーヤ、デッキ除くテープレコーダ、IC レコーダ、補聴器） 

7 補助記憶装置 

（ハードディスク、USB メモリ、メモリーカード） 

8 電子書籍端末 

9 電子辞書、電卓 

10 ゲーム機 

（据置型ゲーム機、携帯型ゲーム機、ハンドヘルドゲーム(ミニ電子ゲーム)、ハイテ

ク系トレンドトイ） 

11 カー用品 

（カーナビ、カーチューナ、カーステレオ、カーラジオ、カーCD プレーヤ、カーDVD、

カーMD、VICS ユニット、ETC 車載ユニット） 

12 これらの附属品 

（リモコン、AC アダプタ、ケーブル、プラグ・ジャック、充電器等） 
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（２）回収方法・回収頻度 

回収方法は、公共施設及び民間施設に設置した回収ボックスに、指定する対象品目を

直接投入する方法とする。 

公共施設においては、市役所・支所に設置することにより市内全域を網羅するほか、

土日も開館している各地区の学習センター等に設置する。 

さらに、大型スーパー、ホームセンター等の民間施設にも設置することにより、市民

の利便性・回収効率の確保を図る。 

回収ボックスの設置場所は、指定する公共施設及び民間施設の建物内とし、市民の目

に触れやすい場所に設置する。 

また、市民への意識向上を狙ったイベントを開催し、不法投棄されるおそれがあるＰ

Ｃ（デスクトップ型）やモニター（電子計算機用）を回収することで地域の課題解決を

図る。 

回収頻度については、市職員が各ボックスから月１回を目安に適時とし、物量が増え

た場合には臨時回収を行う。また、実証事業期間中、イベントでの回収を１回実施し、

回収頻度を上げる。 

 

３．中間処理、有用金属の回収 

（１）再資源化業者による中間処理 

回収品目の中で有害性や危険性のある物質が含まれているもの（蛍光管、トナーカー

トリッジ、フロン類、ガスボンベ、密閉型蓄電池、乾電池等）を取り除く。フロン等を

含有する機器については、無害化処理を行う。 

また、個人情報を保有する機器は情報を破壊する。その後、手分解・機械破砕等によ

り処理を行う。 

処理された資源は、鉄系産物、アルミ系産物、銅系産物、モーター類、非鉄金属系産

物、ガラス類、木くず、プラスチック系産物等として分別し、素材ごとに保管する。 

その後、品目に応じ、精錬事業者等の適正処理が可能な業者に引渡す。 

なお、上記に分類できない金属等が混在している廃プラ類等は、適正処理が可能な業

者に処理を委託する。 
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（２）有用金属等の回収 

① 再資源化業者で回収された密閉型蓄電池は、非鉄製錬業者でニッケル、コバルト等の

有用金属を回収する。 

② 再資源化業者で回収された鉄系産物は、スクラップ業者に引き渡し破砕減容後に、製

鉄（電炉メーカー）業者にて鉄として回収する。 

③ 再資源化業者で回収されたアルミ系産物は、アルミニウム精錬業者にて溶融・精製さ

れ、アルミニウムとして回収する。 

④ 再資源化業者で回収された銅系産物は、破砕・選別され、非鉄精錬業者にて銅として

回収する。 

⑤ 再資源化業者で回収された非鉄金属系産物（基板等）は、貴金属精錬業者にて貴金属

（金、銀、パラジウム等）を回収し、非鉄製錬業者にて銅やレアメタル等の有用金属

を回収して再資源化を行う。 

※ 上記（１）、（２）のとおり、引き取りから処分が終了するまでの一連の行程を明確にする

ことで、品目ごとの再資源化、適正処理の確実な実施を図るとともに、海外等での不適正

処理を防止する。 

 

４．検討する課題 

（１）市民への動機付けと回収量の増 

従来、プラスチック、紙などの資源物は最寄りのステーションに決められた日の朝に

市民が持っていくという流れであるのに対し、使用済小型電子機器等は回収ボックスに

市民が持っていくという新たな回収システムになる。そのための動機付けをするのがひ

とつのポイントと考え、実証事業開始前から、市政だより、市のホームページなど市が

持つ広報媒体、新聞広告等により広報を実施する。 

また、福島市は他自治体に比べて多くの支所等の出先機関を有しているため、回収ボ

ックスをそれら出先機関などに幅広く設置することにより、高齢者も排出しやすい環境

を創出し、回収量の増を図る。 

（２）複数市町村の共同回収・引渡しの検討 

本事業の連携予定業者は、福島市以外にも近隣自治体と実証事業を推進する予定であ

り、同一の再資源化業者と連携することで、収集運搬の効率化、地元業者の安定的な処

理継続が可能となるため、複数市町村（広域）での共同回収の実施を視野に入れて本事

業を実施する。 
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（３）市町村の回収品目の拡大検討 

今回の実証事業では、市民への意識向上を狙ったイベントを開催し、回収ボックスに

加え、不法投棄されるおそれがあるＰＣ（デスクトップ型）やモニター（電子計算機用）

を回収することで回収品目の拡大、地域の課題解決を図る。 

（４）市町村の回収コスト削減や効果的な仕分け・引渡しに関する検討 

本事業において、県北地方の再資源化業者と連携することで、再資源化施設への運搬

距離の短縮による物流コストの削減を図る。 

また、集積所への保管には、再資源化業者指定の回収コンテナを使用することで、積

み替えのない効率的な仕分け・引渡しを実施する。 

（５）退蔵された低品位使用済小型電子機器等の排出促進のための回収方法の検討 

低品位使用済小型電子機器等が退蔵される原因としては、処分が有償の場合があるこ

と、サイズが大きく重いため、運びにくいことなどが考えられる。また、これらは不法

投棄されるおそれもある。 

今回の実証事業では、市民への意識向上を狙ったイベントを開催することで、退蔵さ

れた使用済小型電子機器等の排出を促進する。 
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Ⅲ．実施内容 

１．実施地域の概要 

実証事業の実施地域である福島県福島市の概要は下表のとおり。 

福島市の人口・世帯数・面積・人口密度 

地域 人口* 世帯数* 面積 人口密度 

福島県福島市 283,141 人 116,037 世帯 746.4 ㎢ 379.3 人/㎢ 

*人口・世帯数は福島市発表の平成 27 年 2月 1日推計値による 

２．回収期間 

本実証事業における回収期間は平成 27 年 2 月 2日から平成 27 年 2月 28 日とした。 

３．回収方法 

（１）ボックス回収 

・ 設置場所は福島市内の公共施設 27 箇所及び民間商業施設 12 箇所とした 

・ 公共施設に設置することで市内全域をカバーし、民間商業施設に設置することで市民

の利便性を確保した 

・ なお、回収ボックスの投入口の大きさを超える対象品目は、イベント回収で回収する

ように呼びかける 

・ 回収ボックス付属のフックにチェーンと南京錠を連結させることで、回収ボック

スの盗難防止を図った（公共施設 4箇所、民間商業施設 1箇所で対応） 

※ 赤：公共施設、青：民間商業施設 
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回収ボックス設置場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）イベント回収 

平成 27 年 2 月 15 日に開催された「ヘルシーランド福島お客様感謝 Day」で、市民から使

用済小型電子機器等の回収を行った。 

施設名 住所

福島市役所（本庁舎）1階ｴﾝﾄﾗﾝｽ 福島市五老内町3番1号

福島市役所（本庁舎）西入口付近 福島市五老内町3番1号

福島市役所（本庁舎）6階 福島市五老内町3番1号

あぶくまクリーンセンター 福島市渡利字梅ノ木畑1－1

あらかわクリーンセンター（プラザエントランス） 福島市仁井田字北原1-１

あらかわクリーンセンター（プラザ２階） 福島市仁井田字北原1-１

あらかわクリーンセンター（台貫付近） 福島市仁井田字北原1-１

渡利支所 福島市渡利字舟場7－1

杉妻支所 伏拝字台田1－1

蓬莱支所 蓬莱町四丁目1－1

清水支所 泉字大仏4－3

東部支所・もちずり学習センター 岡部字高畑46

大波出張所 大波字滝ノ入48

北信支所・北信学習センター 鎌田字中江1

吉井田支所・吉井田学習センター 仁井田字西下川原1－1

西支所・西学習センター 上名倉字妻下4－2

土湯温泉町支所 土湯温泉町字上ノ町9

信陵支所・信陵学習センター 笹谷字才ノ神1

立子山支所 立子山字竹ノ下24－1

飯坂支所・飯坂学習センター 飯坂字銀杏6－11

松川支所 松川町字上桜内18

信夫支所・信夫学習センター 大森字馬場1

吾妻支所・吾妻学習センター 笹木野字折杉41－1

飯野支所 飯野町字後川10－2

茂庭出張所 飯坂町茂庭字宮沢口9－1

アクティブシニアセンター・アオウゼ 曾根田町1－18ＭＡＸふくしま４階

保健福祉センター 森合町10－1

こむこむ館 早稲町1－1

東口行政サービスコーナー 本町2－6

西口行政サービスコーナー 三河南町1－20

ヘルシーランド福島 岡部字上川原26

イオン福島店（正面南側入口） 南矢野目字西荒田50-17

イオン福島店（正面北側入口） 南矢野目字西荒田50-17

カインズホーム福島鎌田店 鎌田字中田7-1

カインズホーム方木田店 方木田字水持代5-1

コープマートいずみ 森合字清水7

コープマート笹谷 笹谷字中谷地14-1

コープマート新町 新町6-35

コープマート瀬上 瀬上町字町尻70-5

コープマート方木田 大森字北島20-1

コープマートやのめ 南矢野目字向原1-1

ダイユーエイト福島鎌田店 鎌田字鏡田3-1

ダイユーエイト福島黒岩店 黒岩字浅井77-1

ダイユーエイト福島八島田店 八島田字勝口75

公
　
共
　
施
　
設

民
　
間
　
施
　
設
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■回収ボックスデザイン 
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■回収ボックス設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島市役所 1F ｴﾝﾄﾗﾝｽ 福島市役所西口入口 

あぶくまクリーンセンター あらかわｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ(ﾌﾟﾗｻﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ) あらかわｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ(ﾌﾟﾗｻﾞ 2F) 

渡利支所 杉妻支所 蓬莱支所 

福島市役所 6F 
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清水支所 東部支所・もちずり学習ｾﾝﾀｰ 大波出張所 

北信支所・北信学習ｾﾝﾀｰ 吉井田支所・吉井田学習ｾﾝﾀｰ 西支所・西学習ｾﾝﾀｰ 

土湯温泉町支所 信陵支所・信陵学習ｾﾝﾀｰ 立子山支所 
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飯坂支所・飯坂学習ｾﾝﾀｰ 松川支所 

飯野支所 

信夫支所・信夫学習ｾﾝﾀｰ 

吾妻支所・吾妻学習ｾﾝﾀｰ 茂庭出張所 

ｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱｾﾝﾀｰ･ｱｵｳｾﾞ 保健福祉ｾﾝﾀｰ こむこむ館 
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東口行政ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 西口行政ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ ﾍﾙｼｰﾗﾝﾄﾞ福島 

ｲｵﾝ福島店(正面南側入口) ｲｵﾝ福島店(正面北側入口) ｶｲﾝｽﾞﾎｰﾑ福島鎌田店 

ｶｲﾝｽﾞﾎｰﾑ方木田店 ｺｰﾌﾟﾏｰﾄいずみ ｺｰﾌﾟﾏｰﾄ笹谷 
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ｺｰﾌﾟﾏｰﾄ新町 ｺｰﾌﾟﾏｰﾄ瀬上 ｺｰﾌﾟﾏｰﾄ方木田 

ｺｰﾌﾟﾏｰﾄやのめ ﾀﾞｲﾕｰｴｲﾄ福島鎌田店 ﾀﾞｲﾕｰｴｲﾄ福島黒岩店 

ﾀﾞｲﾕｰｴｲﾄ福島八島田店 
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４．住民への周知 

（１）本実証事業で作成した啓発グッズ 

①チラシ 

・事業の主旨、回収品目、ボックスのサイズ・設置場所、注意事項を記載することで、

市民がチラシのみで事業の大枠を理解できるように工夫 

・Ａ４両面カラー 

・作成部数：150,000 部 

・平成 27 年 3 月 1 日発行「市政だより」に折込み全戸配布(108,500 部) 

・残りの部数は公共施設窓口やイベントでの配布、転入者への配布等で使用する 

■チラシデザイン 

[表面] 
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■チラシデザイン 

[裏面] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ポスター 

・福島市内の回収ボックス設置場所等に掲示することで市民の関心を高める 

・Ａ２片面カラー 

・作成部数：500 部 
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■ポスターデザイン 
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③のぼり 

・ ボックス設置場所やイベント回収実施の際にのぼり旗を設置し、市民の関心を高める 

・ 作成本数：55 本 

 

■のぼりデザイン 
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④看板 

・ 各公共施設に設置する回収ボックスと併せて置くことで、ボックス回収の実施を

アピールし、市民の関心を高める 

・ 作成個数：27 個 

 

■看板デザイン 
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⑤エコバッグ 

・ イベント実施時に配布することで使用済小型電子機器等リサイクルの実施をアピー

ルし、市民の関心を高める 

・ 平成 27 年 2 月 15 日(日)に開催されたヘルシーランド福島主催「お客様感謝 Day」の

来場者に配布 

・ デザインには福島市のキャラクター「ももりん」を使用し、普段から使用してもらえ

るようなデザインにするよう工夫 

・ 市民にエコバッグを使用してもらうことでの宣伝効果にも期待 

・ バッグは回収ボックスの投入口に近いサイズのものを採用し、回収対象品目の中でも

大きなビデオデッキ等も入れることが可能となっている 

・ 作成個数：3,000 個 

 

■エコバッグデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

480mm 

400mm 
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⑥ポケットティッシュ 

・ イベント実施時に配布することで使用済小型電子機器等リサイクルの実施をアピー

ルし、市民の関心を高める 

・ 平成 27 年 2 月 15 日(日)に開催されたヘルシーランド福島主催「お客様感謝 Day」の

来場者に配布 

・ 作成個数：10,000 個 

■ポケットティッシュデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦缶バッジ 

・イベント実施時に配布することで使用済小型電子機器等リサイクルの実施をアピール

し、市民の関心を高める 

・平成 27 年 2 月 15 日(日)に開催されたヘルシーランド福島主催「お客様感謝 Day」の

来場者に配布 

・福島市職員がバッジをつけることで市民へアピールを図る 

・作成個数：5,000 個 

■缶バッジデザイン 
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⑧新聞広告 

・ 回収スタート時とイベント実施時に合わせて新聞広告を掲載し、市民の関心を高

める 

・ 1 回目の掲載：平成 27 年 2 月 1日(日)、2回目の掲載：平成 27年 2月 11 日(祝) 

・ 掲載紙は地元紙の福島民報と福島民友 

・ 5 段広告（1/3 ページ） 

 

■平成 27年 2月 1日掲載広告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 27年 2月 11 日掲載広告 
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⑨ごみカレンダー 

・ 市民になじみのあるごみカレンダー「ごみの分別と出し方」に「小型家電」の

枠を設けることで市民への周知を図る 

・ Ａ３両面カラー 

・ 作成部数：150,000 部 

・ 平成 27 年 4 月 1 日発行「市政だより」と併せて全戸配布（3月末配布） 

■ごみカレンダーデザイン 
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（２）その他の周知 

①福島市長会見 

・ 平成26年 12月 24日の定例記者会見で使用済小型電子機器等の回収が平成27年 2

月 2 日から開始されることを発表。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②福島市ホームページでの周知 

・事業の主旨、回収対象品目、回収方法について詳しく説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 12 月 29 日 

福島民報 

平成 26 年 12 月 25 日 

福島民友 
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③市政だよりでの周知 

・1月号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2 月号 
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④新聞広告（広報広聴課枠） 

・ 福島市広報広聴課で保有している広告枠の中で使用済小型電子機器等の回収開

始に関する広告を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤市政番組での周知 

・事業の目的、回収対象品目、ボックス設置場所・投入口の大きさ等を周知 

・県内の民放 4局で放送 

 

 

平成 27 年 1 月 10 日 

福島民報・福島民友 

平成 27 年 1 月 28 日 

福島民報・福島民友 
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⑥イベント回収のＰＲ 

・ 「ヘルシーランドお客様感謝 Day」をＰＲする際にイベント回収を実施する旨も

併せて宣伝した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦使用済小型電子機器等リサイクル開始式の実施 

・ 回収を開始した平成 27 年 2 月 2 日(月)に福島市役所本庁舎 1 階エントランスで

開始式を実施 

・ 県内の報道機関に声がけし、取材・報道を依頼 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テレビ 

ＮＨＫ、テレビユー福島、福島中央テレビ 

 

 

 

平成 27 年 1 月 30 日 

福島民報 
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・新聞 

福島民友、福島民報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 2 月 3 日 

福島民友 

平成 27 年 2 月 4 日 

福島民報 
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５．回収状況 

■実証事業期間：平成 27 年 2月 2 日～平成 27 年 2月 28 日 

■目標回収量：約 17t/年（対象人口 283 千人 国の目標値 1kg/年・人×BOX 回収 5％ ） 

■実績回収量：12.2ｔ（BOX 回収 1.8t,イベント回収 10.4t） 

■回収対象品：福島市が指定する品目で 12 分類の約 50 品目とした 

※ボックス回収は投入口 30cm×15cm に入るもの 

※イベント回収はパソコンのディスプレイ等も対象にした 

 

 

 

 

 

 

 

■回収方法及び収集運搬について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ボックス回収：福島市内の公共施設 27箇所及び民間商業施設 12箇所から市職員が 2箇

所のクリーンセンターに収集し再資源化業者に引渡す。引渡し時は市施

設の台貫で計量し引渡伝票を交付、後日、再資源化処理施設で品目別の

重量と個人情報がある品目に対して台数を計測する。 

※イベント回収：イベント会場に集積し再資源化業者が直接回収を行う。その後、品目別

の重量と個人情報がある品目に対して台数を計測する。 
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（１）全体の回収状況 

①回収方法別 回収量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②品種別 回収量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※対象外品目：福島市指定品目以外の使用済小型電子機器等 

主な品目 

・スキャナ ・プリンタ 

・シェーバー ・ヘアドライヤー 

・時計 ・掃除機 等 

(単位:kg)

ボックス回収 イベント回収 合計 ※2/2回収開始

回収量 1,786         10,392       12,178      ※2/15イベント回収

(単位:台) (単位:kg)

ノートパソコン デスクトップPC 携帯 ノートパソコン デスクトップPC 携帯等 その他 対象外品目 合計

ボックス回収 294       16         385       ボックス回収821         78           41           730         116         1,786     

イベント回収 226       352       151       イベント回収665         3,323      19           5,261      1,124      10,392   

合計 520       368       536       1,486      3,401      60           5,991      1,240      12,178   
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（２）対象施設ごとのボックス回収重量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設分類集荷拠点2 パソコン 携帯等 その他 対象外品目 合計

公共 福島市役所 1Fｴﾝﾄﾗﾝｽ 51.6         2.2           15.2         0.6           69.5        

福島市役所 西入口付近 16.9         2.7           0.1           19.6        

あぶくまｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 27.2         0.3           19.5         2.4           49.3        

あらかわｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ(ﾌﾟﾗｻﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ) 14.8         19.0         0.0           33.9        

あらかわｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ(ﾌﾟﾗｻﾞ2F) 5.8           1.0           6.8         

渡利支所 14.7         7.2           17.3         1.2           40.5        

杉妻支所 16.5         1.7           8.0           1.4           27.6        

蓬莱支所 6.2           0.1           8.3           2.5           17.0        

清水支所 34.7         1.1           41.1         0.9           77.9        

東部支所・もちずり学習ｾﾝﾀｰ 37.7         0.6           20.8         0.7           59.8        

大波出張所 0.5           10.1         10.6        

北信支所・北信学習ｾﾝﾀｰ 65.6         2.8           41.2         8.7           118.2      

吉井田支所・吉井田学習ｾﾝﾀｰ 20.0         0.7           15.3         35.9        

西支所・西学習ｾﾝﾀｰ 23.1         1.0           5.8           0.0           29.9        

土湯温泉町支所 2.9           0.5           13.5         2.9           19.8        

信陵支所・信陵学習ｾﾝﾀｰ 34.5         0.6           38.6         8.5           82.1        

立子山支所 7.7           0.2           5.0           1.9           14.7        

飯坂支所・飯坂学習ｾﾝﾀｰ 33.0         1.8           32.8         4.8           72.5        

松川支所 16.9         0.2           36.7         1.0           54.8        

信夫支所・信夫学習ｾﾝﾀｰ 17.3         0.7           10.2         1.5           29.6        

吾妻支所・吾妻学習ｾﾝﾀｰ 44.9         1.6           70.9         18.7         136.1      

飯野支所 6.1           0.9           7.0           0.7           14.7        

茂庭出張所 0.4           4.8           1.0           6.1         

ｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱｾﾝﾀｰ･ｱｵｳｾﾞ 22.5         0.6           11.0         0.7           34.9        

保健福祉ｾﾝﾀｰ 23.4         1.4           8.6           0.3           33.7        

こむこむ館 24.4         0.2           3.9           28.5        

東口行政ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ 2.4           0.1           0.2           2.7         

西口行政ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ 5.3           1.3           10.8         2.0           19.4        

ﾍﾙｼｰﾗﾝﾄﾞ福島 7.4           2.1           9.5         

公共 集計 575.7      28.9        476.6      74.3        1,155.6  

民間 ｲｵﾝ福島店(正面南側入口) 23.3         0.3           54.9         10.9         89.4        

ｲｵﾝ福島店(正面北側入口) 14.5         2.2           31.0         8.2           55.8        

ｶｲﾝｽﾞﾎｰﾑ福島鎌田店 4.0           0.4           17.5         0.0           21.9        

ｶｲﾝｽﾞﾎｰﾑ方木田店 25.8         1.2           25.8         8.2           60.9        

ｺｰﾌﾟﾏｰﾄいずみ 41.1         3.4           17.7         2.7           65.0        

ｺｰﾌﾟﾏｰﾄ笹谷 1.0           1.0         

ｺｰﾌﾟﾏｰﾄ新町 17.3         0.4           4.0           1.1           22.7        

ｺｰﾌﾟﾏｰﾄ瀬上 3.4           1.3           0.2           4.9         

ｺｰﾌﾟﾏｰﾄ方木田 43.2         1.7           38.2         1.8           84.8        

ｺｰﾌﾟﾏｰﾄやのめ 16.4         0.8           10.6         4.9           32.7        

ﾀﾞｲﾕｰｴｲﾄ福島鎌田店 37.2         0.1           20.1         2.1           59.5        

ﾀﾞｲﾕｰｴｲﾄ福島黒岩店 31.6         0.8           14.8         0.2           47.4        

ﾀﾞｲﾕｰｴｲﾄ福島八島田店 64.9         1.2           16.6         1.7           84.4        

民間 集計 322.6      12.5        253.4      41.9        630.4     

合計 898.4      41.4        730.0      116.2      1,786.0  

(単位：kg) 
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（３）イベント回収の状況 

「ヘルシーランド福島お客様感謝 Day」 

開催日 ：平成 27 年 2月 15 日 (日) 

会 場 ：ヘルシーランド福島 

・ あぶくまクリーンセンターに隣接する健康施設「ヘルシーランド福島」のお客様感謝

Day で使用済小型電子機器等の回収を実施した 

・ 施設への来場者にポケットティッシュ、使用済小型電子機器等を持参した市民にエコ

バッグ・缶バッジ・ポケットティッシュを配布することで周知啓発を図った 
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分類 回収品目 台数(台) 重量(kg) 重量％ 台数(台) 重量(kg) 重量％ 台数(台) 重量(kg) 重量％

携帯電話 148 18 0.2% 365 39 2.2% 513 57 0.5%

PHS端末 　 　

スマートフォン 3 1 0.0% 20 3 0.1% 23 3 0.0%

ノートパソコン 226 665 6.4% 289 819 45.8% 515 1,484 12.2%

タブレット端末 　 　 　 5 2 0.1% 5 2 0.0%

デスクトップパソコン 352 3,323 32.0% 16 78 4.3% 368 3,401 27.9%

電話機 70 33 0.3% 83 36 2.0% 153 68 0.6%

ファクシミリ装置 34 142 1.4% 17 59 3.3% 51 201 1.7%

ラジオ 15 8 0.1% 28 8 0.5% 43 16 0.1%

小型テレビ 12 4 0.0% 8 8 0.5% 20 13 0.1%

デジタルカメラ 34 7 0.1% 48 10 0.5% 82 16 0.1%

ビデオカメラ 12 12 0.1% 10 9 0.5% 22 21 0.2%

フィルムカメラ 16 6 0.1% 16 7 0.4% 32 13 0.1%

DVD-ビデオ 16 59 0.6% 19 31 1.7% 35 89 0.7%

ＨＤＤレコーダ 25 99 1.0% 　 25 99 0.8%

BDレコーダ/プレーヤ 1 2 0.1% 1 2 0.0%

ビデオテープレコーダ(セット) 133 505 4.9% 16 54 3.0% 149 559 4.6%

チューナ 5 7 0.1% 17 30 1.7% 22 38 0.3%

STB 0.0% - - 0.0%

MDプレーヤ 4 1 0.0% 5 1 0.0% 9 2 0.0%

デジタルオーディオプレーヤ(フラッシュメモリ) 1 0 0.0% 6 0 0.0% 7 0 0.0%

デジタルオーディオプレーヤ(HDD) 1 0 0.0% 5 2 0.1% 6 2 0.0%

CDプレーヤ 2 1 0.0% 14 10 0.6% 16 11 0.1%

ラジカセ 75 248 2.4% 32 59 3.3% 107 306 2.5%

デッキ除くテープレコーダ 8 2 0.0% 14 16 0.9% 22 18 0.1%

ICレコーダ 2 0 0.0% 2 0 0.0%

ステレオ 16 223 2.1% 8 32 1.8% 24 255 2.1%

ハードディスク 44 20 0.2% 38 15 0.8% 82 35 0.3%

USBメモリ 8 0 0.0% 8 0 0.0%

メモリーカード 6 0 0.0% 6 0 0.0%

電子辞書 4 1 0.0% 20 3 0.2% 24 4 0.0%

電卓 16 2 0.0% 28 2 0.1% 44 4 0.0%

据置型ゲーム機 32 41 0.4% 18 22 1.2% 50 63 0.5%

携帯型ゲーム機 13 3 0.0% 20 3 0.2% 33 6 0.1%

カーナビ 5 7 0.1% 14 16 0.9% 19 22 0.2%

カーチューナ 0.0% 3 3 0.2% 3 3 0.0%

カーステレオ 19 43 0.4% 12 27 1.5% 31 69 0.6%

リモコン 150 15 0.1% 128 13 0.7% 278 29 0.2%

ACアダプタ 226 56 0.5% 628 120 6.7% 854 176 1.4%

ケーブル 　 466 4.5% 55 3.1% 　 521 4.3%

プラグ・ジャック 138 1.3% 1 0.1% 139 1.1%

LCDディスプレイ 130 674 6.5% 3 12 0.7% 133 686 5.6%

CRTディスプレイ 141 2,185 21.0% - - 0.0% 141 2,185 17.9%

ネット機器 17 10 0.1% 35 15 0.8% 52 25 0.2%

ドライブユニット 54 28 1.6% 54 28 0.2%

キーボード 28 0.3% 9 0.5% 37 0.3%

マウス 4 0.0% 8 0.4% 11 0.1%

スピーカー 211 2.0% 8 0.4% 219 1.8%

スキャナー 10 47 0.5% 1 0 0.0% 11 47 0.4%

ワープロ 49 319 3.1% 1 2 0.1% 50 321 2.6%

プリンター 85 538 5.2% 4 13 0.7% 89 551 4.5%

シェーバー 22 5 0.3% 22 5 0.0%

ヘアードライヤー 4 2 0.0% 4 2 0.1% 8 4 0.0%

時計 5 1 0.0% 11 1 0.1% 16 2 0.0%

掃除器 2 15 0.1% 2 4 0.2% 4 19 0.2%

電子ジャー 2 10 0.1% 　 2 10 0.1%

電子レンジ 2 23 0.2% 　 2 23 0.2%

レジスター 1 32 0.3% 　 1 32 0.3%

説明書類、その他 　 137 1.3% 89 5.0% 　 226 1.9%

2,165 10,392 100% 2,104 1,786 100% 4,269 12,178 100%

附属品

対象外

品目

合計

電子端末

音響機

器

補助記

憶装置

ゲーム機

カー用品

イベント回収 ボックス回収 合計

携帯等

パソコン

電話

受信機

カメラ

映像用

機器
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（４）再資源化の状況 

①イベント回収分 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

INPUT (単位:kg) OUTPUT (単位:kg)

分類 回収品目 台数 重量 重量 割合

携帯電話 148 18 貴金属類(基板類) 1,175.1 11.3%

PHS端末 - - 銅くず(被覆線) 1,472.9 14.2%

スマートフォン 3 1 鉄 2,952.4 28.4%

ノートパソコン 226 665 アルミ 271.9 2.6%

タブレット端末 - - ステンレス 67.0 0.6%

デスクトップパソコン 352 3,323 アルミくず(ハードディスク) 241.3 2.3%

電話機 70 33 銅 97.9 0.9%

ファクシミリ装置 34 142 マグネシウム合金 14.0 0.1%

ラジオ 15 8 プラスチック 1,741.2 16.8%

小型テレビ 12 4 モーター 122.7 1.2%

デジタルカメラ 34 7 ガラス類 1,333.4 12.8%

ビデオカメラ 12 12 木くず 141.0 1.4%

フィルムカメラ 16 6 蛍光灯 2.6 0.0%

DVD-ビデオ 16 59 一次電池 3.9 0.0%

HDDレコーダ 25 99 二次電池 104.0 1.0%

BDレコーダ/プレーヤ - - フロン回収・破壊 - 0.0%

ビデオテープレコーダ(セット) 133 505 混在廃プラ 650.4 6.3%

チューナ 5 7 計 10,392 100.0%

STB - - 

ＭＤプレーヤ 4 1 

デジタルオーディオプレーヤ(フラッシュメモリ) 1 0 

デジタルオーディオプレーヤ(HDD) 1 0 

CDプレーヤ 2 1 

ラジカセ 75 248 

デッキ除くテープレコーダ 8 2 

ICレコーダ - - 

補聴器 - - 

ステレオ 16 223 

ハードディスク 44 20 重量

USBメモリ - - 金 71.7

メモリーカード - - 銀 285.4

電子書籍端末 - - パラジウム 16.1

電子辞書 4 1 銅 177,903.0

電卓 16 2 

据置型ゲーム機 32 41 

携帯型ゲーム機 13 3 

ハンドヘルドゲーム(ミニ電子ゲーム) - - 

ハイテク系トレンドトイ - - 

カーナビ 5 7 

カーチューナ - - 

カーステレオ 19 43 

カーラジオ - - 

カーCDプレーヤ - - 

カーDVD - - 

カーMD - - 

VICSユニット - - 

ETC車載ユニット - - 

リモコン 150 15 

ACアダプタ 226 56 

ケーブル 466 

プラグ・ジャック 138 

LCDディスプレイ 130 674 

CRTディスプレイ 141 2,185 

ネット機器 17 10 　
ドライブユニット - - 

キーボード 28 

マウス 4 

スピーカー 211 

スキャナー 10 47 

ワープロ 49 319 

プリンター 85 538 

ヘアードライヤー 4 2 

時計 5 1 

掃除器 2 15 

電子ジャー 2 10 

電子レンジ 2 23 

レジスター 1 32 
説明書類、その他 　 137 

2,165 10,392 合計

貴金属回収量（推定値） (単位:g)

音響機

器

補助記

憶装置

電子端

末

ゲーム

機

カー用

品

附属品

対象外

品目

映像用

機器

携帯等

パソコン

電話

受信機

カメラ

携帯等 ノートPC デスクトップPC

その他 対象外品目

6%

32%

51%

11%

重量比
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②ボックス回収分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

INPUT (単位:kg) OUTPUT (単位:kg)

分類 回収品目 台数 重量 重量 割合

携帯電話 365 39 貴金属類(基板類) 224.1 12.5%

PHS端末 - - 銅くず(被覆線) 272.1 15.2%

スマートフォン 20 3 鉄 238.2 13.3%

ノートパソコン 289 819 アルミ 90.9 5.1%

タブレット端末 5 2 ステンレス 59.3 3.3%

デスクトップパソコン 16 78 アルミくず(ハードディスク) 27.7 1.6%

電話機 83 36 銅 27.9 1.6%

ファクシミリ装置 17 59 マグネシウム合金 17.6 1.0%

ラジオ 28 8 プラスチック 423.4 23.7%

小型テレビ 8 8 モーター 27.2 1.5%

デジタルカメラ 48 10 ガラス類 78.2 4.4%

ビデオカメラ 10 9 木くず 10.3 0.6%

フィルムカメラ 16 7 蛍光灯 0.6 0.0%

DVD-ビデオ 19 31 一次電池 2.9 0.2%

HDDレコーダ - - 二次電池 125.8 7.0%

BDレコーダ/プレーヤ 1 2 フロン回収・破壊 - 0.0%

ビデオテープレコーダ(セット) 16 54 混在廃プラ 159.8 8.9%

チューナ 17 30 計 1,786 100.0%

STB - - 

ＭＤプレーヤ 5 1 

デジタルオーディオプレーヤ(フラッシュメモリ) 6 0 

デジタルオーディオプレーヤ(HDD) 5 2 

CDプレーヤ 14 10 

ラジカセ 32 59 

デッキ除くテープレコーダ 14 16 

ICレコーダ 2 0 

補聴器 - - 

ステレオ 8 32 

ハードディスク 38 15 重量

USBメモリ 8 0 金 22.9

メモリーカード 6 0 銀 166.0

電子書籍端末 パラジウム 3.4

電子辞書 20 3 銅 47,288.0

電卓 28 2 

据置型ゲーム機 18 22 

携帯型ゲーム機 20 3 

ハンドヘルドゲーム(ミニ電子ゲーム)
ハイテク系トレンドトイ
カーナビ 14 16 

カーチューナ 3 3 

カーステレオ 12 27 

カーラジオ
カーCDプレーヤ
カーDVD
カーMD
VICSユニット
ETC車載ユニット
リモコン 128 13 

ACアダプタ 628 120 

ケーブル 55 

プラグ・ジャック 1 

LCDディスプレイ 3 12 

CRTディスプレイ - - 

ネット機器 35 15 

ドライブユニット 54 28 
キーボード 9 

マウス 8 

スピーカー 8 

スキャナー 1 0 

ワープロ 1 2 

プリンター 4 13 

ヘアードライヤー 4 2 

時計 11 1 

掃除器 2 4 

電子ジャー
電子レンジ
シェーバー 22 5 
説明書類、その他 89 

2,104 1,786 

対象外

品目

合計

貴金属回収量（推定値） (単位:g)

音響機

器

補助記

憶装置

電子端

末

ゲーム

機

カー用

品

附属品

映像用

機器

携帯等

パソコン

電話

受信機

カメラ

携帯等 ノートPC デスクトップPC

その他 対象外品目

2%

46%
41%

7%

4%

重量比
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③イベント回収とボックス回収の合計（12.178t） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

INPUT (単位:kg) OUTPUT (単位:kg)

分類 回収品目 台数 重量 重量 割合

携帯電話 513 57 貴金属類(基板類) 1,399.2 11.5%

PHS端末 - - 銅くず(被覆線) 1,745.0 14.3%

スマートフォン 23 3 鉄 3,190.6 26.2%

ノートパソコン 515 1,484 アルミ 362.8 3.0%

タブレット端末 5 2 ステンレス 126.3 1.0%

デスクトップパソコン 368 3,401 アルミくず(ハードディスク) 269.0 2.2%

電話機 153 68 銅 125.8 1.0%

ファクシミリ装置 51 201 マグネシウム合金 31.6 0.3%

ラジオ 43 16 プラスチック 2,164.6 17.8%

小型テレビ 20 13 モーター 149.9 1.2%

デジタルカメラ 82 16 ガラス類 1,411.6 11.6%

ビデオカメラ 22 21 木くず 151.3 1.2%

フィルムカメラ 32 13 蛍光灯 3.2 0.0%

DVD-ビデオ 35 89 一次電池 6.8 0.1%

HDDレコーダ 25 99 二次電池 229.8 1.9%

BDレコーダ/プレーヤ 1 2 フロン回収・破壊 - 0.0%

ビデオテープレコーダ(セット) 149 559 混在廃プラ 810.2 6.7%

チューナ 22 38 計 12,178 100.0%

STB - - 

ＭＤプレーヤ 9 2 

デジタルオーディオプレーヤ(フラッシュメモリ) 7 0 

デジタルオーディオプレーヤ(HDD) 6 2 

CDプレーヤ 16 11 

ラジカセ 107 306 

デッキ除くテープレコーダ 22 18 

ICレコーダ 2 0 

補聴器 - - 

ステレオ 24 255 

ハードディスク 82 35 重量

USBメモリ 8 0 金 94.6

メモリーカード 6 0 銀 451.4

電子書籍端末 - - パラジウム 19.5

電子辞書 24 4 銅 225,191

電卓 44 4 

据置型ゲーム機 50 63 

携帯型ゲーム機 33 6 

ハンドヘルドゲーム(ミニ電子ゲーム) - - 

ハイテク系トレンドトイ - - 

カーナビ 19 22 

カーチューナ 3 3 

カーステレオ 31 69 

カーラジオ - - 

カーCDプレーヤ - - 

カーDVD - - 

カーMD - - 

VICSユニット - - 

ETC車載ユニット - - 

リモコン 278 29 

ACアダプタ 854 176 

ケーブル - 521 

プラグ・ジャック - 139 

LCDディスプレイ 133 686 

CRTディスプレイ 141 2,185 

ネット機器 52 25 

ドライブユニット 54 28 
キーボード - 37 

マウス - 11 

スピーカー - 219 

スキャナー 11 47 

ワープロ 50 321 

プリンター 89 551 

ヘアードライヤー 8 4 

時計 16 2 

掃除器 4 19 

電子ジャー 2 10 

電子レンジ 2 23 

シェーバー 22 5 

レジスター 1 32 
説明書類、その他 226 

4,269 12,178 

カー用

品

附属品

対象外

品目

合計

音響機

器

貴金属回収量（推定値） (単位:g)

補助記

憶装置

電子端

末

ゲーム

機

映像用

機器

携帯等

パソコン

電話

受信機

カメラ

携帯等 ノートPC デスクトップPC

その他 対象外品目

1%

28%

49%

10%
12%

重量比
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Ⅳ．実証事業における協議会について 

平成 26 年度「小型電子機器等リサイクルシステム構築実証事業」として以下 2回にわたり協議

会を開催した。 

 

■第 1回協議会 

日時：平成 27 年 1 月 20 日(火)13 時 30 分～15 時 00 分 

場所：福島市役所 7階議会会議室 

出席者： 

○福島市清掃管理課清掃管理係／宮崎・本田 

○福島県生活環境部一般廃棄物課／吉田 

○福島県県北地方振興局県民環境部環境課／安田 

○国立大学法人福島大学共生システム理工学類産業システム工学専攻／樋口 

○東北地方環境事務所廃棄物・リサイクル対策課／佐々木 

○株式会社エフアイティフロンティア／加藤・仙田・関岡・渡邊 

式次第： 

1. 開会 

2. 東北地方環境事務所あいさつ  

3. 福島市清掃管理課あいさつ 

4. 事業運営請負業者あいさつ（株式会社エフアイティフロンティア） 

5. 議事 

(1) 実証事業の内容及びスケジュールについて〔説明：東北地方環境事務所〕 

(2) 回収方法及び周知方法について〔説明：福島市〕 

(3) 調査内容及び調査方法について〔説明：事業運営請負業者〕 

(4) その他 

6. 質疑応答 

7. 閉会 

会議概要： 

実証事業の内容、スケジュール、周知方法、回収方法について意見交換し、情報を共有し

た。 
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■第 2回協議会 

日時：平成 27 年 3 月 13 日(金)13 時 30 分～15 時 20 分 

場所：福島市役所 5階 会議室 501 

出席者： 

○福島市清掃管理課清掃管理係／宮崎・本田 

○国立大学法人福島大学共生システム理工学類産業システム工学専攻／樋口 

○東北地方環境事務所廃棄物・リサイクル対策課／佐々木・山本 

○株式会社エフアイティフロンティア／加藤・仙田・関岡・渡邊 

式次第： 

1. 開会 

2. 東北地方環境事務所あいさつ  

3. 福島市清掃管理課あいさつ 

4. 事業運営請負業者あいさつ（株式会社エフアイティフロンティア） 

5. 議事 

(1) 普及啓発の状況について〔説明：福島市〕 

(2) 回収ボックス及びイベント回収の状況について〔説明：福島市〕 

(3) 回収及び再資源化の状況について〔説明：株式会社エフアイティフロンティア〕 

(4) 課題整理と今後の回収増に向けて 

6. 質疑応答 

7. 閉会 

会議概要： 

普及啓発の状況、回収ボックスの設置状況、イベント回収の実施状況、回収状況及び再資

源化の状況について報告。また、回収率向上について考察・議論した。 
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Ⅴ．考察 

１．検討する課題に対しての考察 

（１）市民への動機付けと回収量の増 

従来、プラスチック、紙などの資源物は最寄りのステーションに決められた日の朝に

市民が持っていくという流れであるのに対し、使用済小型電子機器等は回収ボックスに

市民が持っていくことと、イベントでの回収実施という新たな回収システムとになる。 

そのための動機付けのために、実証事業開始前から、 

・平成 26 年 12 月 24 日に福島市長による定例記者会見での回収開始の宣言 

・市政だよりでのアナウンス 

・福島市のホームページでのアナウンス 

・回収スタート時とイベント実施時に新聞広告掲載 

・回収開始当日に開始式を実施したことによる各メディアでの報道 

などを通じて積極的な啓発活動を実施した。 

これらの広報活動を積極的に実施したことにより、福島市の年間目標回収量である 17t

に対して、1 か月間で 12.2t（71.7％）の回収物量となった。 

今後も、継続的に市政だよりなどの媒体で資源の回収状況報告やイベント回収実施時

のアナウンス等をしていくことで、回収量の増加が見込まれると考えられる。 

また、回収ボックスを市内全域（公共施設 27 箇所及び民間商業施設 12 箇所）に設置

したことや、土日・夜間も投入できる環境を構築したことにより高齢者等も排出しやす

い環境を創出したことなども回収量増に繋がったと考えられる。 

 

（２）複数市町村の共同回収・引渡しの検討 

福島市に隣接する伊達市では、平成 26 年 11 月 4 日から使用済小型電子機器等の回収

を開始している。福島市及び伊達市は通勤・通学圏が共通していることから、回収対象

品目やその分類を統一して啓発することで市民が混乱しないよう工夫した。 

また、回収対象品目を統一することにより、今後の共同回収実施を視野に入れたシス

テムを構築した。 
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（３）市町村の回収品目の拡大検討 

イベント回収を実施したことで、ボックスでは回収できない大きなサイズのデスクト

ップパソコン、モニター、ラジカセ等も回収できるよう工夫し回収品目の拡大を図った。 

今後も、定期的にイベント回収を実施し、不法投棄されるおそれがある品目を回収し

ていくことで、地域の課題解決に繋がると考えられる。 

 

（４）市町村の回収コスト削減や効果的な仕分け・引渡しに関する検討 

本実証事業では市内各地に設置した回収ボックスからいったん 2 箇所の集積所に集約

してから収集運搬業者に引渡したこと、集積所では再資源化業者指定の回収コンテナを

使用したことで物流の効率化を図った。 

一方、各回収ボックスから集積所への収集は、当初の計画では月 1回の実施だったが、

回収開始直後ということもあり、投入量も多く、ほぼ毎日福島市職員が収集しに行く結

果となった。 

今後は回収ボックスから再資源化事業者までの全体での効率的な収集方法を検討して

いく必要があると考えられる。 

また、実証事業期間中に実施したイベントでは、市民の駐車場の利便性の確保のほか、

想定を大きく超える回収量となったため、仕分けをするスペースや回収コンテナ、収集

運搬車の確保等を考慮する必要があることがわかった。 

 

（５）退蔵された低品位使用済小型電子機器等の排出促進のための回収方法の検討 

低品位使用済小型電子機器等が退蔵される原因としては、処分が有償の場合があるこ

と、サイズが大きく重いため、運びにくいことなどが考えられる。 

今回の実証事業期間中に実施したイベント回収では、ボックスの投入口に入らないデ

スクトップパソコンや大きなラジカセも回収することを新聞広告等で呼びかけたことに

より、ＣＲＴディスプレイや大きなラジカセなど低品位使用済小型電子機器等が多く回

収された。 

今後も市民への意識向上を狙ったイベントを継続的に開催することで、退蔵された使

用済小型電子機器等の排出を促進する必要があると考えられる。 
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２．その他の考察 

（１）民間商業施設への回収ボックス設置について 

スーパー、ホームセンター等の協力を得て多数の回収ボックスを設置することができ

た。 

一方で、設置を打診したものの民間商業施設側から了承を得られなかったところもあ

り、その見解は以下のとおりとなっている。 

・ 店舗の屋内に設置する十分なスペースがない 

・ 別ルートで使用済小型電子機器等回収スキームを構築している、または検討して

いる 

・ 盗難・紛失等発生時の責任の所在が不明確 

また、公共施設と民間商業施設の回収量を一ボックス当たりで平均すると、 

公共施設：39.8kg/ボックス 

民間商業施設：48.4kg/ボックス 

という結果になっていることから、民間商業施設に回収ボックスを設置することで回収

量の確保に効果的であると考えることができるが、回収データが 1 か月間のみの実証事

業期間のものであることから継続的に回収データの推移を確認していく必要があると考

えられる。 

 

（２）回収方法の拡大検討について 

福島市では平成 26 年 7月にピックアップ回収のトライアルを実施したが、処理施設の

構造・スペース、仕分けに係るコスト等を考慮し、本実証事業ではボックス回収とイベ

ント回収により回収した。 

今後、ピックアップ回収の実施を検討するには、仕分けに係る設備(コンベア等)、十

分なスペース、及び人員の確保が必要となる。 

 

（３）継続的な事業とするための検討事項 

市民から継続的に協力を得るためには、市民のリサイクルに対する意識を高めていく

必要がある。 

そのために、事業で得られた具体的な効果や再資源化の処理方法を積極的に伝えて理

解を得ること、さらに継続的な改善を重ねて実施自治体及び市民、再資源化事業者にと

って有益となる効率的なシステムを構築していくことで持続可能な事業になると考えら

れる。



 

 

 

 

 

リサイクル適性の表示：印刷用の紙にリサイクルできます 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準

にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料［Ａランク］のみを用いて作製し

ています。 


